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 ぜひご試読ください 

感情センシング技術と活用事例 

・個人差、季節･時間などの環境変動への対応 

・リアルタイムに推定・計測できるシステム 

・日常的な使用環境に近い状態で計測するための 

      非侵襲的かつ低負荷なセンシング手法 

・倫理的な配慮の強化 

マルチモーダルな情報統合とAI 

・複数の生体指標の組み合わせた方  

・タイミングの不一致 

・異なるモダリティ間の情報融合 

・AIによるデータ解析の高度化 

・感情の複雑さや学習データの偏りをどうするか 

測定条件の設定 

・音声認知と頭部姿勢変化による 

   オンライン会議中のストレス状態 

・安心・快適・わくわく感 の定量評価 

・アイトラッカを用いたユーザビリティ評価 

・バイタル推定による運転時の眠気、感情推定 

・MRシステムにおける生理指標を用いた 

     不快感の客観的評価 

・視線情報を活用した購買動機の分析 

・生理現象を表現するロボットの実装 

・ChatGPTを搭載した 

 ヴァーチャルアバターとの会話からの感情分析 

 
豊富な活用事例 

★心拍･脈波,脳波,発汗,眼球運動,瞳孔反応,表情,音声,姿勢･ジェスチャー,, ユーザーの行動や心理状態を正確に把握する！ 

★個人差のばらつき、ラベルの曖昧さ、精度の不安定性、複数感情の混在、、、 

                       AIを活用した生体情報を高速かつ高精度に解析するには？ 

～快/不快、疲労、ストレス、緊張、覚醒、楽しい/わくわく/愛着などのポジティブ感情～ 
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１章 生理情報(心拍、呼吸、汗・唾液成分)による 

         感情センシング 

１節 機械学習モデルを用いた光電容積脈波を用いた 

       心理的ストレス状態計測 

２節 ウェアラブル技術による心拍変動による 

        感情解析と実用例 

３節 FBGセンサーを用いた脈波解析によるストレス計測   

４節 60GHzレーダーによるバイタルセンシングと 

      「感情推定」への応用可能性 

５節 脳波のフラクタル性を用いた嗅覚・味覚の感性評価 

６節 簡便な脳波センサ、デバイスの開発と心の見える化 

７節  

８節  

９節 マイクロ波を用いた非接触生体計測技術 

１０節  

 

２章 行動情報 (音声や顔の表情、身体動作)による 

         感情センシング 

１節 情動と眼球運動 

２節 眼球情報による感情喚起画像への感情推定 

３節 角膜イメージング・アイトラッキングカメラによる 

          計測・解析技術 

４節 角膜表面反射光および瞳孔径の計測・解析技術 

５節 アイトラッカを用いたユーザビリティ評価 

６節 カメラにより得られた顔動画像からの血圧推定 

７節 表面筋電図、心電図を用いた感性評価 

８節 顔の画像処理・表情解析と快・不快評価 

９節 カメラを用いた脈拍、呼吸、表情変化の推定技術 

１０節 カメラや非接触センサを用いた 

     表情推定、バイタル推定センシング 

１１節 喜びの表情を対象とした顔表面温度解析 

１２節 音声、顔表情による感情推定技術 

１３節 表現豊かな音声に対する感情の理解 

１４節 発話者の覚醒度評価のための音声信号分析技術 

３章 マルチモーダル感情解析とAI活用術 

１節 マルチモーダル感覚情報処理の脳機能計測 

２節 言語・音声・顔表情・脳波を総合利用した 

        感情測定システム 

３節 マルチモーダル情報の解析と精神状態推定への応用 

４節 感性・感情・印象の定量化、モデル化と 

        製品開発への応用 

５節 マルチモーダル生体信号からのユーザ行動モデリング 

 

４章 感情センシングの応用事例 

１節 生体計測によるドライバの感情推定システム 

２節  生体情報による感情センシング 

    ～オンライン対話における感情推定  

３節 心地よさの計測、数値化と製品開発への応用 

４節 MRシステムを用いた継続作業時の 

     不快感の生理指標による評価と推定 

５節 生体情報を用いた運転時の感情推定とその評価 

６節 座圧測定と分析による感情状態推定の可能性 

７節 脳波計測、解析技術の解説と 

   精神的疲労、ストレス評価への応用可能性 

８節 感情の色彩化とユーザの閲覧行動に基づく 

         感情センシング 

９節 視線情報を用いた香りの効果の評価および可視化 

１０節 ロボットの生理現象表現による 

      コミュニケーションへの応用 

１１節 人工知能による 

    感情生成モデルの構築とロボット開発 

１２節 非接触センサを用いた感情推定への応用可能性 

１３節  ChatGPTを搭載した 

  ヴァーチャルアバターとの会話からの感情分析 

１４節 人工知能・機械学習による 

      人の感性・感情の評価と予測 


